
　　　　　　地域
　　　瀬戸内側 　　　　　瀬戸内地域の温暖な気候地域であるが故に 　　　・性能規程検討を行い、Q値、μ 値、
　　　愛媛 　　　　　従来省エネに関して関心が薄かった。省エネ 　　　年間暖冷房負荷の計算書を提出
　　　香川　等 　　　　　等級４を性能規程で検討を実施する。

　　　歴史的 　　　　　歴史ある地域における住宅の景観を守る為 　　　・定点から施工前写真と竣工写真
　　　景観地区 　　　　　住宅本体の配置位置が近隣から突出しては 　　　各１枚
　　　四県共通 　　　　　ならない。また外装・屋根等街並み面に色相体系

　　　　　ビビットトーンの色相を使用してはならない。

　　　やまじ風地区 　　　　　やまじ風が吹く地域においては、垂木止め鞍バンド 　　　・施工時写真　複数枚
　　　愛媛 　　　　　同等以上の金物を屋根面に４個/㎡以上の割合で
　　　香川　一部 　　　　　補強すること。また母屋と下部梁・桁を９㎜以上の

　　　　　ボトルにて緊結すること。

　　　水不足地区 　　　　　水不足の発生する地域においては100Ｌ以上の雨水 　　　・施工時写真　１枚
　　　特に香川 　　　　　利用タンクを設置し、トイレ・散水等に利用する。

　　　太平洋側 　　　　　特に夏季の冷暖房におけるエネルギーの効率化対策 　　　・納品書・出荷証明コピー　１枚
　　　高知・徳島　等 　　　　　として、２４時間換気システム熱交換タイプの換気扇

　　　　　を使用する。

　　　太平洋側 　　　　　自然風の効率的利用の為、建物の配置計画において 　　　・配置図に記載し計算書で確認
　　　高知・徳島　等 　　　　　風の卓越方向に直行する方向の両側壁面後退距離

　　　　　の合計を建物の高さで除した割合が30％以上にする。

　　　蒸暑地区 　　　　　冷房負荷削減の為省エネ検討において日射侵入率 　　　・計算書にて確認
　　　四件共通 　　　　　計算で夏季に0.45以下を計算する。

　　　中山間地区 　　　　　特に冬季の寒さ対策として建物の気密性能試験を 　　　・性能試験結果報告書コピー
　　　四県共通 　　　　　実施し、4ｃ㎡/㎡以下であることを確認する。

　　　高齢者対応建物 　　　　　将来的な介護における遠隔地で安全管理等の為、 　　　・設備図面に明記のうえ提出
　　　四県共通 　　　　　寝室・居間・その他必要な個所へ通信配線が容易に

　　　　　できるように合成樹脂可とう管等を配管しておく。

　　　台風被害地区 　　　　　瑕疵担保責任保険仕様内の屋根ルーフィング下地には 　　　・瑕疵担保責任保険監理報告書の
　　　四県共通 　　　　　ゴムアスファルトルーフィングを使用し、流方向の重ねを 　　　コピー

　　　　　10⇒20㎝に重ね継手を20⇒30㎝に棟・谷等の増し張り
　　　　　を25⇒35㎝にする。
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地域
　　　海岸地区 　　　　　海岸地区で塩害の恐れのある地域では、金属・ 　　　・納品書・出荷証明書コピー１枚
　　　四県共通 　　　　　板金工事にＳＵＳ鋼板を使用する。

　　　
　　　住宅密集地区 　　　　　街中で緑地保全のため、外構面積に対する緑化率を 　　　・配置図に記載し、計算書にて確認
　　　四県共通 　　　　　30％以上確保する。

　　　住宅密集地区 　　　　　通路幅の確保しにくい配置条件下での、エアコン室外機等の 　　　・配置図に明記し提出
　　　四県共通 　　　　　近隣への騒音防止対策の実施。

　　　　　隣地境界線位置での各種機械騒音レベルを40ｄＢに。
　　　　　距離確保または低騒音機器の導入等。

　　　防犯強化地区 　　　　　防犯対策強化策として敷地内の見通しの確保。 　　　・配置図に明記し提出
　　　四県共通 　　　　　視覚通路への人感センサーライトの設置。

　　　　　ＧＬから2ｍ高さ窓への格子・強化ガラス等の防犯対策の実施。

　　　高齢者防災対策 　　　　　特に夏季の冷暖房におけるエネルギーの効率化対策 　　　・納品書・出荷証明コピー　１枚
　　　四県共通 　　　　　として、２４時間換気システム熱交換タイプの換気扇

　　　　　を使用する。

　　　生活弱者対象住宅 　　　　　将来的に手すりの設置の必要な箇所については、地域産木材 　　　・納品書・出荷証明コピー　１枚
　　　四県共通 　　　　　にて強固な腰壁・下地等を設置する。

　　　
　　　地域産業材料編 　　　　　地場瓦・漆喰・土壁・和紙・陶器他、地域産業を 　　　・地域産業業者の工事証明書・領収書
　　　四県共通 　　　　　住宅に取り入れる仕様を積極的に採用する。 　　　納品書　　各コピー１枚

　　　地域産業文化編 　　　　　うだつ壁・水切瓦・なまこ壁の伝統的住宅や土間での食堂 　　　・専用の用紙に地域文化について記載し、
　　　四県共通 　　　　　外部からの使用可能な浴室やトイレその他地域文化や 　　　設計図書・竣工写真にて確認

　　　　　生活様式に準じた住宅プランを採用。

　　　ゴミ環境改善対策 　　　　　燃えるゴミ・燃えないゴミ・資源物１類・資源物２類・ 　　　・配置図に記載し、竣工写真にて確認
　　　四県都市部共通 　　　　　有害危険ゴミの５種類に分類する、ストックスペースを

　　　　　設置する。　

　　　健康住宅対策 　　　　　高齢者の寝室や将来想定される居室の床に関して 　　　・平面図・計算書に記載し竣工写真にて
　　　四県高齢者住宅 　　　　　100％地域産木材内装材を使用し、壁・天井に関しては 　　　　確認

　　　　　その面積の40％以上に地域産木材内装材を使用する。
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